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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第２四半期連結
累計期間

第32期
第２四半期連結
会計期間

第31期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年９月30日

自平成20年７月１日
至平成20年９月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 1,351,146 592,658 9,027,808

経常利益又は経常損失(△)

（千円）
△318,655 △262,074 426,229

当期純利益又は四半期純損失(△)

（千円）
△271,755 △303,090 479,804

純資産額（千円） － 2,277,762 2,549,665

総資産額（千円） － 2,829,095 5,554,489

１株当たり純資産額（円） － 59.03 66.13

１株当たり当期純利益金額又は四

半期純損失金額(△)（円）
△7.10 △7.92 12.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － 12.54

自己資本比率（％） － 79.8 45.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,058,283 － 1,268,545

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△200,048 － △105,622

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△147 － △339

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 1,510,153 2,768,633

従業員数（人） － 16 15

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第32期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株

式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 16 (3)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 15 (3)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
  至　平成20年９月30日）

コンテンツ事業　　　　　　（千円） 181,770

アミューズメント事業　　　（千円） 302,047

コンサルティング事業　　　（千円） 8,287

　合　　計　　　（千円） 492,105

　（注）１．金額は仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

コンテンツ事業　　　　　　（千円） 211,236

アミューズメント事業　　　（千円） 351,963

コンサルティング事業　　　（千円） 29,458

　合　　計　　　（千円） 592,658

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。　

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

金額（千円） 割合（％）

株式会社　東プロ 247,230 41.7

株式会社　三共プランニング 95,282 16.1

株式会社　三共 56,194 9.5

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

(1）業績の状況　

　 当第２四半期連結会計期間における日本経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した国際的な金融市場

の不安感が増大しているなか、原油価格の高騰などを背景にした物価の上昇が個人消費に悪影響を及ぼすなど経済

社会全体としては景気の減速感が強まる状況のまま推移しました。

　このような経済情勢の中、当社グループは優良コンテンツを利用した商品化事業等に注力いたしましたが、コンテ

ンツ事業・コンサルティング事業において不振傾向が顕著でした。　

　当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高につきましては592百万円となりました。損益につきましては、売上高

の伸び悩みにより収益が低下いたしました。また海外版権獲得のため差入れていた営業保証金において差入先の返

済能力等回収可能性を検討した結果、貸倒引当金繰入額137百万円を販売費及び一般管理費に計上いたしました。こ

れらの要因により営業損失267百万円、経常損失262百万円となりました。また特別損益で投資有価証券評価損44百

万円の計上などがあり四半期純損失303百万円となりました。

　　

  事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　コンテンツ事業

　当第２四半期連結会計期間のコンテンツ事業につきましては、利益率の高い商品化事業について想定していた

受注を獲得することができませんでした。また連結子会社である㈱ユー・エンターテインメントにつきまして

は、売上高の計上には至らず、重要な後発事象に記載のとおり株式の全部を譲渡することとなり、苦しい展開を余

儀なくされました。

　この結果、売上高は211百万円、営業損失は29百万円となりました。

②　アミューズメント事業

　 当第２四半期連結会計期間のアミューズメント事業につきましては、アミューズメント施設用メダルゲーム機

への転用事業において堅調に推移いたしました。　

この結果、売上高は351百万円、営業利益は39百万円となりました。　

③　コンサルティング事業

 　当第２四半期連結会計期間のコンサルティング事業につきましては、「アミューズメントショッピングエリア

事業」において、パチンコ営業店等の遊技業界を取巻く現況は引き続き厳しい状況で推移しており、新規コンサ

ルティング受託店舗数が第１四半期同様伸び悩み厳しい状況となりました。　

この結果、売上高29百万円、営業損失1百万円となりました。　

 

　上記の金額には総務部門等管理部門に係る配賦不能営業費用は含んでおりません。

 

(2）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、2,829百万円（前連結会計年度末は5,554百万円）となり、2,725

百万円減少いたしました。減少の主な要因は現金及び預金の減少（2,768百万円から1,510百万円へ1,258百万円

減）や、受取手形及び売掛金の減少（2,030百万円から246百万円へ1,784百万円減）であります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は、551百万円（前連結会計年度末は3,004百万円）となり、2,453百万

円減少いたしました。減少の主な要因は支払手形及び買掛金の減少（2,784百万円から445百万円へ2,339百万円

減）であります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は2,277百万円（前連結会計年度末は2,549百万円）となり、271百

万円減少いたしました。減少の主な要因は、四半期純損失を計上したことによる利益剰余金の減少（△2,273百万

円から△2,545百万円へ271百万円減）であり、自己資本比率は79.8％となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は1,510百万円となり、第１四半期連結会計期間末と比

較して50百万円の減少となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、76百万円となりました。

これは税金等調整前四半期純損失（△302百万円）の計上、コンテンツ版権勘定償却額（25百万円）、仕入債務の

増加（305百万円）、売上債権の増加（△175百万円）貸倒引当金の増加（137百万円）等の要因によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果獲得した資金は、25百万円となりました。

これは主に貸付金の回収による収入（31百万円）等の要因によるものです。　

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、0百万円となりました。

これは自己株式の取得による支出（0百万円）によるものです。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 71,000,000

計 71,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 38,363,220 38,363,220ジャスダック証券取引所 －

計 38,363,220 38,363,220 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成20年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

（平成18年６月29日定時株主総会決議）

 
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 600

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 600,000（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円） 197 (注）２

新株予約権の行使期間
自 平成18年８月28日

至 平成21年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格：　１株当たり197

資本組入額：１株当たり 99

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１. 株式数の調整

① 当社が新株予約権発行日以降に、株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式数を　

調整するものとします。ただし、かかる調整は新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の

目的となる株式の数についてのみ行われ、調整により１株未満の端数が生じるときは、これを切り捨てるも

のとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

② 当社が新株予約権発行日以降に、他の会社と合併を行う場合、当社が会社分割を行う場合、その他株式数の　

調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、必要と認める株式数の調整を行うものとします。
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２. 払込金額の調整

① 発行日以降、株式の分割または併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生ずる１円

未満の端数は切り上げるものとします。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

② 発行日以降、当社が時価を下回る価格で新株式を発行する場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整に

より生ずる１円未満の端数は切り上げるものとします。

    
既発行株式数 ＋

新発行・処分株式数×１株当たり発行・処分価額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
時価

既発行株式数＋新発行・処分株式数

③ 発行日以降、当社が他の会社と合併を行う場合、当社が会社分割を行う場合、その他行使価額の調整を必要と

するやむを得ない事由が生じたときは、必要と認める行使価額の調整を行うものとします。

３. 行使の条件

① 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当社の顧問の地位にあることを要するものとします。但し、

当社取締役会が正当な理由があると認めた場合はこの限りでありません。

② 新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分を認めないものとします。

③ 各新株予約権の一部行使はできないものとします。

④ 新株予約権者が新株予約権の行使期間到来後に死亡した場合、その相続人は、本新株予約権を相続すること

ができるものとします。

⑤ その他の権利行使の条件については、平成18年６月29日開催の第29回定時株主総会および平成18年８月18日

開催の取締役会決議に基づいて、当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権割当契約に定めるところ

によるものとします。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日　
－ 38,363,220 － 2,910,916 － 1,961,297
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（５）【大株主の状況】

 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 安田隆夫  東京都港区 6,620 17.25

 柳田康友  東京都港区 6,478 16.88

 株式会社モアプランニング  埼玉県戸田市大字新曾98番地２ 1,455 3.79

 小山雄二  東京都港区 1,170 3.04

 楽園堂株式会社  東京都世田谷区下馬５丁目39番20号 900 2.34

 株式会社モバイル・エンターテ

イメント・コミュニケーションズ
 東京都世田谷区玉川３丁目７番１号 880 2.29

ブイ・シー管理株式会社  埼玉県戸田市上戸田５丁目19番７号 823 2.14

 達山隆志  東京都港区 650 1.69

 大間岩夫  東京都八王子市 574 1.49

 旭インベストメント株式会社  東京都港区虎ノ門４丁目１番40号 551 1.43

計 － 20,101 52.40

　（注）１．前事業年度末において主要株主であった株式会社モバイル・エンターテイメント・コミュニケーションズ

は、当第２四半期会計期間末では主要株主ではなくなりました。

２．前事業年度末において主要株主でなかった柳田康友氏は、当第２四半期会計期間末では主要株主となってお

ります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 121,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 38,163,000 38,163 －

単元未満株式 普通株式 79,220 － －

発行済株式総数 38,363,220 － －

総株主の議決権 － 38,163 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式238,000株（議決権の数238個）が含まれ

ております。

 

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社コモン

ウェルス・エン

ターテインメント

東京都港区麻布十

番１－10－10
121,000 　－ 121,000 0.31

計 － 121,000 － 121,000 0.31

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 110 138 121 114 85 85

最低（円） 72 90 87 82 67 65

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人ナカチによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,510,153 2,768,633

受取手形及び売掛金 246,218 2,030,496

商品 120,000 120,000

短期貸付金 357,332 185,432

仮払金 290,704 350

その他 197,574 171,799

貸倒引当金 △88,021 △177,451

流動資産合計 2,633,961 5,099,258

固定資産

有形固定資産 ※1
 32,926

※1
 23,387

無形固定資産 18,176 68,582

投資その他の資産

長期貸付金 1,357,224 1,357,224

敷金及び保証金 376,604 380,604

その他 148,442 238,045

貸倒引当金 △1,738,240 △1,612,614

投資その他の資産合計 144,031 363,260

固定資産合計 195,134 455,230

資産合計 2,829,095 5,554,489

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 445,559 2,784,673

未払法人税等 5,854 12,001

引当金 7,844 12,794

その他 33,343 132,369

流動負債合計 492,601 2,941,839

固定負債

引当金 6,687 6,811

その他 52,044 56,173

固定負債合計 58,732 62,984

負債合計 551,333 3,004,824
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,910,916 2,910,916

資本剰余金 1,961,297 1,961,297

利益剰余金 △2,545,699 △2,273,944

自己株式 △69,294 △69,146

株主資本合計 2,257,219 2,529,122

新株予約権 20,542 20,542

純資産合計 2,277,762 2,549,665

負債純資産合計 2,829,095 5,554,489
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 1,351,146

売上原価 1,129,825

売上総利益 221,320

販売費及び一般管理費 ※1
 548,530

営業損失（△） △327,209

営業外収益

受取利息 7,392

その他 1,309

営業外収益合計 8,702

営業外費用

為替差損 137

その他 10

営業外費用合計 147

経常損失（△） △318,655

特別利益

前期損益修正益 18,375

貸倒引当金戻入額 89,429

その他 3,006

特別利益合計 110,812

特別損失

固定資産除却損 18,516

投資有価証券評価損 44,699

特別損失合計 63,216

税金等調整前四半期純損失（△） △271,060

法人税、住民税及び事業税 695

法人税等合計 695

四半期純損失（△） △271,755
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 592,658

売上原価 492,105

売上総利益 100,553

販売費及び一般管理費 ※1
 368,236

営業損失（△） △267,683

営業外収益

受取利息 4,874

その他 874

営業外収益合計 5,748

営業外費用

為替差損 137

その他 1

営業外費用合計 139

経常損失（△） △262,074

特別利益

前期損益修正益 4,031

特別利益合計 4,031

特別損失

投資有価証券評価損 44,699

特別損失合計 44,699

税金等調整前四半期純損失（△） △302,743

法人税、住民税及び事業税 347

法人税等合計 347

四半期純損失（△） △303,090
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △271,060

減価償却費 4,183

コンテンツ版権勘定償却額 50,315

貸倒引当金の増減額（△は減少） 36,196

固定資産除却損 18,516

投資有価証券評価損益（△は益） 44,699

売上債権の増減額（△は増加） 1,783,647

その他の流動資産の増減額（△は増加） △205,840

仕入債務の増減額（△は減少） △2,404,082

その他の流動負債の増減額（△は減少） △104,583

預り保証金の増減額（△は減少） △4,000

その他 △7,362

小計 △1,059,369

利息及び配当金の受取額 2,371

法人税等の支払額 △1,285

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,058,283

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △32,148

貸付けによる支出 △237,000

貸付金の回収による収入 65,100

敷金及び保証金の差入による支出 △2,500

敷金及び保証金の回収による収入 6,500

投資活動によるキャッシュ・フロー △200,048

財務活動によるキャッシュ・フロー

その他 △147

財務活動によるキャッシュ・フロー △147

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,258,479

現金及び現金同等物の期首残高 2,768,633

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,510,153
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来個別法による原価法によって

おりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、個別法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定し

ております。なお、この変更による営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に

与える影響はありません。

 

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、15,568千円であり

ます。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、30,736千円であり

ます。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

貸倒引当金繰入額 125,626千円

賞与引当金繰入額 7,844千円

退職給付費用 967千円

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

貸倒引当金繰入額 137,350千円

賞与引当金繰入額 4,033千円

退職給付費用 369千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,510,153千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －千円

現金及び現金同等物 1,510,153千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　38,363千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　   　121千株

 

３．新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　　親会社　20,542千円

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月1日　至平成20年９月30日）　

 
コンテンツ
事業
（千円）

アミューズ
メント事業
（千円）

コンサルテ
ィング事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 211,236351,96329,458 592,658 － 592,658

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 211,236351,96329,458 592,658 － 592,658

営業利益又は営業損失（△） △29,626 39,295△1,373 8,295△275,979△267,683

  

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月1日　至平成20年９月30日）　

 
コンテンツ
事業
（千円）

アミューズ
メント事業
（千円）

コンサルテ
ィング事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 573,668717,63459,8431,351,146 － 1,351,146

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 573,668717,63459,8431,351,146 － 1,351,146

営業利益又は営業損失（△） △28,876 82,726△4,373 49,476△376,686△327,209

　（注）１．事業区分は、事業の種類・性質の類似性等により区分しております。

２．各事業の主要なサービス

事業区分 主要なサービス

コンテンツ事業 肖像権・著作権等の版権管理業務、権利活動に付帯する広告宣伝・媒体業務

アミューズメント事業 遊技機転用業務（パチンコ・パチスロ機をアミューズメント施設に転用する業務）

コンサルティング事業 ぱちんこ営業店への景品供給、仕入、陳列交換等に係る企画運営のコンサルティング業務

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月1日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月1日　至平成20年９月30日）　

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月1日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月1日　至平成20年９月30日）　

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 59.03円 １株当たり純資産額 66.13円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 7.10円 １株当たり四半期純損失金額 7.92円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（千円） 271,755 303,090

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 271,755 303,090

期中平均株式数（千株） 38,242 38,241

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

 

（重要な子会社等の株式の売却）

　当社は、平成20年10月24日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社ユー・エンターテインメント

の全株式を譲渡することを決議し、同日に株式譲渡契約を締結しました。

　なお、当該譲渡により連結の範囲の対象先がなくなることから、連結財務諸表がなくなる予定であります。

（1）譲渡の理由

　　当社は、コンテンツ事業における海外版権（著作権、著名人の肖像権等を使用した商品化権）の獲得を目的として株

式会社ユー・エンターテインメントを平成19年10月に当社の100％出資子会社として立ち上げ、版権の投機購買に尽

力してまいりましたが、当社が当初見込んでいたコンテンツ事業による売上高、利益ともにその計上が困難であるこ

とが明確な状況となりました。

　　このような状況の下、今般、同社の代表取締役社長である宇佐見政博氏から同社株式の全部の譲受けの申し入れが

あったことにより、コンテンツ事業の収益性、資産効率の観点から注力すべき事業の経営資源を集中させるためにも、

また、当社が連結子会社としての同社との関係を継続させた場合には、当社からの必要的な資金援助も避けられない

事態が生じること等を鑑み、当該申し入れを受けることとし、同社の株式の全部を譲渡いたしました。

（2）株式の譲渡先

　宇佐見　政博（株式会社ユー・エンターテインメント代表取締役）

（3）株式譲渡日

　平成20年10月31日

（4）譲渡する子会社の概要 

　商号：株式会社ユー・エンターテインメント

　代表者：宇佐見　政博

　所在地：東京都港区麻布十番一丁目10番10号

　主な事業内容：海外の芸能タレント、俳優、音楽家、スポーツ選手、文化人等の招聘、ならびに海外の版権(著作権、肖像

権、名称等の知的財産権）の売買

　設立：平成19年10月２日

　資本金：50,000千円

（5）譲渡株式数、譲渡価額、譲渡後の持分比率

　譲渡株式数：1,000株

　譲渡価額：18,000千円

　譲渡後の持分比率：－％

 
 

EDINET提出書類

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント(E02899)

四半期報告書

23/26



２【その他】

① 決算日後の状況

　当社は特記事項はありません。

② 訴訟

　当社は、コンテンツ事業において著名な漫画家松本零士氏原作の「大ヤマト」作品の映画の著作権を、株式会社三

共及びビスティ株式会社に対し、パチンコ遊技機への商品化を平成16年４月の商品化許諾契約をいたしました。両

社が「CRフィーバー大ヤマト」として遊技機を商品化、製造・販売しておりましたところ、平成16年７月、「大ヤマ

ト」作品が、株式会社東北新社が映画の著作権を有すると主張する「宇宙戦艦ヤマト」作品の著作権を侵害するも

のとして、株式会社東北新社を原告、株式会社三共、ビスティ株式会社及び、当社が商品化につき両社に再許諾をす

る前提で許諾を受けた株式会社アニメーションソフトの三社を被告として、総額622,166千円の損害賠償請求が東

京地方裁判所に提起されました。

　このような状況において、株式会社アニメーションソフトは、平成18年６月19日同社の定時株主総会において解散

決議を行い清算会社となりました。同社は、訴訟を維持することが事実上その資力において困難となり、当社は、株

式会社三共及びビスティ株式会社に対して「大ヤマト」の商品化を上記契約によって直接許諾している以上、万

一、被告が敗訴した場合には、その賠償を求償されうる地位にあります。従いまして、当社は、同社に代わって訴訟を

維持し、控訴審においても勝訴判決を得ることは、直接、間接に当社の経済的利益に繋がるものと判断、再度被告勝

訴判決を得ることを目的として、主に弁護士費用を訴訟費用として負担しております。

　この訴訟は、平成18年12月27日東京地方裁判所によって被告全面勝訴の判決が言い渡されましたが、原告が同判決

を不服として平成19年１月５日東京高等裁判所に控訴したため、現在も控訴審が同裁判所において係属中でありま

す。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月14日

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント

取締役会　御中
 

監査法人ナカチ

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 平田　　卓　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 吉永　康樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コモンウェ

ルス・エンターテインメントの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コモンウェルス・エンターテインメント及び連結子会社の平成

20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並

びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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